
◎マルチバイブレータ回路の実験キットです。　ＬＥＤを２個交互に点滅させます。
◎赤色ＬＥＤと緑色ＬＥＤそれぞれ２個ありますので、好みに合わせて使用してください。
　　

<<　パーツリスト　>>

品名 個数 備考
２ＳＣ１８１５ＧＲ ２ トランジスタ
ＬＥＤ赤 ２
ＬＥＤ緑 ２
２２０Ω ２ １／４Ｗ型抵抗　　（赤赤茶金）
４７ｋΩ ２ １／４Ｗ型抵抗　　（黄紫橙金）　　点滅の間隔が短い
２２０ｋΩ ２ １／４Ｗ型抵抗　　（赤赤黄金）　　点滅の間隔が長い
１０μＦ ２ 電界コンデンサ
ビニール線 １ ５０ｃｍ（ＬＥＤをラグ版から離して接続するときに使用します）
電池ＢＯＸ １ 単３乾電池２本用
ラグ板 1 ５Ｐ

<<　回路図　>>

<<　実体配線図　>>
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ＬＥＤ点滅回路キット
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キットの製作例 （最初に部品を確認してください）
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左図のように抵抗２２０Ω
のリード線を加工してラグ
板に取り付けます
余ったリード線をジャン
パー線に利用します

①②でジャンパー線を半田付けします

③④でジャンパー線と抵抗２２０Ωを
半田付けします

左図のように電界コンデ
ンサのリード線を－側にビ
ニール線の被覆をかぶせ
て加工します
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⑤⑥で電界コンデンサの－側を半田付

けします

上図のようにＬＥＤのリード線を電界コン

デンサの－側と接触しないように加工し

ます

⑦⑨でＬＥＤのＡ側と抵抗２２０Ωを半田

付けします

⑧⑩でＬＥＤのＫ側と電界コンデンサの

＋側を半田付けします

トランジスタ・抵抗４７ｋΩがラグ端子に
接触しないようにリード線を加工します

⑪～⑱で抵抗４７ｋΩとトランジスタを

半田付けします

トランジスタ２ＳＣ１８１５のＥ（エミッタ）・Ｃ（コレクタ）・Ｂ（ベース）取付方向、電界コンデンサの＋－、ＬＥＤのＡ
（アノード）・Ｋ（カソード）に注意してください

抵抗４７ｋΩを２２０ｋΩに変更するとマルチバイブレータ回路の発振周波数が低くなり、ＬＥＤの点滅の間隔

が長くなります 抵抗を１本だけ２２０ｋΩに変更すると一方のＬＥＤの点滅の間隔だけが長くなります
（電界コンデンサの値を大きくしても発振周波数は低くなります。
１０μＦ⇒２０μＦに変更すると点滅の間隔が約２倍になります）

ＬＥＤは赤色２本・緑色２本ありますので、好みの組み合わせで使用してください
ＬＥＤをラグ板に取り付けないで付属のリード線で延長するとおもしろいかもしれません
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